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Etudes　sur　Les　Regrets　de　Joachim　du　Bellay
Isamu　TAKATA
　　　　　Joachim　du　Bellay　a　publi6　en　l　558　Les　Regrets　et　autres　oeuvres　pO2tiques，　recueil　de
sonnets　en　alexandrin，　fruits　de　son　sejour　a　Rome　de　l553　a　l557　au　service　du　Cardinal　du
Bellay，　un　de　ses　parents．
　　　　　L’auteur，　se　comparant　a　Ovide　po6te　latin　exi16　au　bord　de　la　Mer　Noire，　a　ecrit　Les　Regrets
dont　le　modele　est　Tristia．　On　ne　peut　bien　comprendre　Les　Regrets　sans　prendre　1’attitude　du　po6te
latin　en　consid6ration．
　　　　　Vivement　pris　de　nostalgie　pour　son　pays　natal　　douceur　angevine　　il　a　r6dig6　Les
Regrets　en　tenant　compte　de　ses　heureux　amis　de　la　Pl6iade　rest6s　en　France，　notamment　Ronsard
et　des　grandes　oeuvres　de　celui－ci，　comme　Les　Hymnes（1555－1556）．　On　compte　280ccurences　de
nom　du　Vend6mois　et　21　sonnetS　qui　s’adressent　a　lui．　Mais　en　meme　temps，　il　ne　faut　pas　oublier
qu’il　y　a　une　quarantaine　de　sonnets　dont　les　destinataires　sont　peu　connus：Dilliers，　Gordes，　Le
Roy，　Vineus　etc，・
　　　　　　On　appr6cie　unanimement　cette　oeuvre　en　disant　qu’《il　n’y　a　rien　dans　notre　po6sie　du　XVIe
si6cle　de　plus　original　que　les　Regrets＞＞．　En　somme，　ce　recueil　de　sonnets　est　une　oeuvre　des　plus
personnelles　non　seulement　en　ses　mati6res　mais　encore　en　sa　technique．
　　　　　　Quoi　qu’il　en　soit，　il　y　a　dans　ce　recueil，　comme　dans　les　recueils　po6tiques　contemporains，
de　l’italianisme，　du　p6trarquisme　et　des　allusions　a’撃＝@litt6r ture　gr6co　一　latine．
　　　　　　Dans　ces　6tudes，　nous　examinerons　sur　Les　Regrets　la　construction，　la』description　des
moeurs　du　si6cle，　la　caract6ristique，　la　technique，1’influence　subie，　celle　dOnnant　sur　la　post6rit6＿
　　　　　　Du　Bellay　lui－meme　nous　avertit　dans　Ies　sonnets　qui　lui　servent　d’introduction　que《Je
note　seulement　tout　ce　que　la　passion　m’inspire；j’6cris　a　1’aventure　suivant　les　accidentS　du　lieu　oU
je　vis；je　dis　le　bien　et　le　maL＞＞C’est　ainsi　que　1’on　trouve　dans　Les　Regrets　des　el6gies，　des　satyres，
des　hymnes　laudatifs　etc．　Par　cons6quent，　Ie　titre　des　Regrets　ne　convient　qu’aux　premiers　49
sonnets　616giaques．　Nous　sommes　d’accord　avec　I’opinion　d’Henri　Chamard：《C’est　un　journal
intime　que　l’auteur　6crit　pour　lui－meme＞＞．　Et　comme　certains　sp6cialistes　le　sug96rent，　nous
supPosons　que　Du　Bellay　a　donn6　le　non　des　Regrets　aux　sonnets　jusqu’au　num6ro　130，　et　celui　d’
＜（autres　oeuvres　po6tiques》＞aux　autres．
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　　　　　Mais　nous　ne　devrions　pas　prendre　a　la　lettre　ce　qu’il　a　ecrit．　Il　a　adopt6　de　son　ami　Ronsard
l’emploi　de　l’alexandrin　et　un　style　bas．　En　examinant　attentivement　le　recueil，　on　en　comprend　la
composltlon　mlnutleuse．
　　　　　S’il　dit　que　son　art　a　fait＜＜une　prose　en　ryme　ou　une　ryme　en　prose＞＞（N°2），　Les　Regrets
contiennent　la　po6tique　originale，　《po6tique　de　n6gation》　et　tant　de　vari6t6s　de　figures　de
rh6torique：anaphore，　antith6se，6num6ration，　r6p6tition　etc．
　　　　　Par　touS　ses　efforts，　il　a　enrichi　le　sonnet，　qui　ne　se　considerait　jusque　la　qu’une　616gie
amoureuse，　en　a　perfectionn6　la　forme　et　il　a　cr66　enfin　une　satire　des　moeurs．
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《個人研究》
ジョアシャン・デュ・ベレーの
r哀惜詩集』Les　Regrets研究
高　田
?
　近代フランス詩を生み出した一流派「プレイヤード派」Ecole　de　la　Pl6iadeの中心的詩人ジ
ョァシャン・デュ・ベレ・一　Joachim　du　Bellay（1522－1560）の詩集中で最も有名で、最も
優れた詩集と言われる『哀惜詩集』Les　Regretsは1558年1月（出版允許は1月17日）にパ
リのフレデリック・モレル書店から出版され、アンリニ世が1555年に大使として教皇庁に派
遣していたアヴァンソンの領主ジャン・ド・サン＝マルセルに捧げられた。この詩集の正確
な題名はLes　Regrets　et　autres　oeuvres　poe’tiquesである。そして、この題名は興味深い推察を招
くものである。これは項を改めて考察する。
　この同じ1558年には『ラテン詩集』Poe〃la・ta、『田園遊楽集』Divers　Jeux　rtLstiques、『ロー
マの古跡』Le　Premier　livre　deSIAntiquites　de　Romeが出版されている。
　教皇ユリウス三世のもとへ派遣されたフランス大使、ルイ・ド・サン＝ジュレ、ランサッ
ク領主を助けるためにアンリニ世が送ったジャン・デュ・ベレー枢機卿Jean　du　Bellay（1492
－1560）のお供をして、デュ・ベレーは1553年6月にローマの土を踏んだ。ジャンは自身
がラテン詩を発表したこともあり、ジョアシャンが『フランス語の擁護と顕揚』La　Deffence
et　lllustration　de　la　Langue　Francoyse（1549）を献呈した人物であり、そのなかで「全ヨーロ
ッパ、否全世界の観衆を前にして、このローマ大劇場においてあなたが演じる重要な役割…
…」と述べているほどである。彼はユマニストたち、特にフランソワ・ラブレー、エティエ
ンヌ・ドレ、サルモン・マクラン、ミシェル・ド・ロピタルのパトロンであった。
　デュ・ベレーが『哀惜詩集』を丹精し始めたのは、ローマ滞在の3年目にあたる1555年で
あろう。この詩集のソネのほぼ3分の2がローマで書かれたものと考えられる。
　勿論、デュ・ベレーは詩を書くためにローマへ行ったわけではない。彼はユリウス三世の
在位期間の末期、短命であったマルケルスニ世、パウルス四世の時代に教皇庁に通い、16世
紀でも最も悪名が高かったパウルス四世の時代の陰謀をっぶさに眺めたのであった。
1）『哀惜詩集と他の詩作品』という題名が意味するもの
　世に親しまれている『哀惜詩集』Les　Regretsという題名は、この詩集の最初の49篇の哀歌
群には見事にあてはまるものの、残余の詩篇には風刺詩や賛歌も多いことから考えると、必
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ずしも全作品にわたって適切なタイトルとは言い難い。しかし49篇のソネにはありとあらゆ
る哀惜の念reg　retsが強烈に表現されている。フランスの宮廷、国王、マルグリット夫人、こ
れまでの自由・独立の生活を主人に奉仕する隷属生活と交換したこと、うましアンジューの
故郷を捨ててローマへやって来たこと……が詩人に深いメランコリックな詩を生み出させた
のである。
　例えば『オリーヴ』L　’Oliveでは、デュ・ベレーは1549年に発表した50篇のソネでもって
この詩集を閉じるっもりであったと思われる。しかし翌1550年に増補して115篇になった
詩集が現在ではもっぱら底本になっている。ところが再版の第59番、っまり初版の第50番
は
愛によってレアンドロスの再来に仕立てあげられたこの私は
あの鳥の白い羽毛を身にっけよう、
曲がりくねったメアンドロス川の草深い岸辺で
この鳥は歌いながらその時代の終末を嘆く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－4）
と、1549年版をしめくくる「白鳥の歌」となっている。
　これと同じように『哀惜詩集』の第130番も、いわゆるその名を冠するにふさわしい「哀
惜詩集」をしめくくる作品ではないかと考えられるのである。
また私もオデュッセウスの願いに思いをはせていた。
いっの日かわが家の暖炉から煙が昇るのを見たり、
永きにわたる異国の旅の後で、われを育くんだ地の
懐に再び身を置くことほど心地よいことは何もない、と。
私は喜んでいたのだ、イタリアの悪徳とキルケーと、
セイレーンの恋から逃れたことを、
そしてフランスへの帰国にあたり
忠実な奉公によって手に入れる名誉を持ち帰ったことを。
ああ、だのに、こんなにも永い放浪の苦悩の後に、
私が見出したものは、心をさいなんで鎮められる希望とてない
無数の強烈な心痛なのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－11）
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と、デュ・ベレーは、オデュッセウスになぞらえた自分の旅が終わった筈なのに、フランス
に再び幻滅を感じて、捨てて来た亡命の地、ローマに再び悔恨をおぼえるのである。したが
って、第131番以後の作品を彼は「他の作品」と題したと考えることは十分説得力があると
思われる。
2）『哀惜詩集』の構成
　この詩集は「読者に」Ad　Lectoremというラテン語のエピグラムで始まり、「枢密院顧問ア
ヴァンソン殿に」AMonsievr　D’Avanson，　Conseiller　dv　Roy　en　son　Priv6　Conseilと題する10音
綴108行からなるアヴァンソンの領主ジャン・ド・サン＝マルセルへの献呈詩、それから「己
が書物に」Ason　Livreと題するアレクサンドランのソネが続き、いよいよ第1番から第191
番までの191篇のアレクサンドランのソネが出現する作品である。
　ちなみにこの頃出版されたアレクサンドランのソネ詩集としては、ジャン＝アントワーヌ・
ド・バイフの『フランシーヌに与える恋愛詩集』9uatre　livres　de　1’Amour　de　Francine（1555）、
ピエール・ド・ロンサールの『続恋愛詩集』Continuation　des・A〃zours（1555）、『新続恋愛詩
集』ハlouveUe　Continuation　des．Amours（1556）がある。
　これらの191篇のソネのうちの最初の127篇は、デュ・ベレーのローマ滞在の後半期（1555
－1557）に（1－127）、次の11篇（128－138）はフランスへの帰国の途に、それ以後の
53篇（139－191）は1557年の帰国後にパリで書かれたものである。
　『哀惜詩集』をその内容から分析すると
　1，詩集の主題と精神を告げ、それを定義するプレリュード。
　2，ローマにおけるデュ・ベレーの日々の生活。これが最も分量が多い。
　3，ローマからの帰国の旅。
　4，ローマから帰国後にフランスの宮廷を扱ったもの。
に分かれる。
　詩集をその霊感から分類すると
　1，哀歌群（1－49）
　2，風刺詩群（50－151）
　3，賛歌群（152－191）
に分かれる。
　っまり、1のグループはさまざまな哀惜regretsを、2はローマでの日々の生活、帰国の旅、
フランスの宮廷生活を、3はフランスの日々の生活を描いている。
　ではこれをさらに詳細に検討して分類してみよう。
　1－5，『哀惜詩』のプロローグであって、この詩集の構想と精神を説明する。
　6－9，詩歌汝稀に見放された詩人の悲嘆が描かれる。
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　10－15，詩歌の道に身を捧げる慰めと喜び。
　16－24，フランスに残っている友人たち　　プレイヤード派の若き詩人たち　　とわが身
　　　　　　を較べて、ひしひしと感じられる運命の不公平。
　25－36，わが身をオウィディウスになぞらえる亡命者デュ・ベレーの悲嘆。
とにかく第36番までは嘆きの歌である。
　37－42，心ならずも送る隷属生活の嘆き。
　43－49，世にはびこる忘恩の非難。
この悲嘆と痛恨のあと、一転してデュ・ベレーはモラリストの目でもつて自分のまわりを見
るようになる。
　50－56，嘆きから立ち直って、古代人の知恵に帰る。
第37番から56番までは、要するに道徳的考察である。
　57－75，人間を冷静に見つめて、一連の肖像を提示。
　76－79，風刺的意図の明確化。
　80－86，ローマの外観。
　87－100，ローマの女性。
　101－113，ローマの教皇宮廷。
　114－126，ローマを動かしている諸事件と、ローマの現状。
　127，結論のソネ。
第77番から127番までは、さらに抽象的な瞑想。
　128－138，ローマ滞在の終末と、パリ到着までの帰国の旅。
フランスへ帰国後
139－151，フランスへ帰国しても、デュ・ベレーの幻滅は続く。どちらの宮廷も似たり
　　　　　　寄ったりの状態である。宮廷で暮らし、そこで成功するための皮肉な考察。
152－158，詩と詩人たちへの献身の誓い。
159－190，フランス宮廷の重要人物たちへの敬意。
191，王への忠誠の誓いによるしめくくり。
　なお、注意しなくてはいけないのは、『哀惜詩集』では、各詩篇が必ずしも創作順に配列さ
れているわけではないことである。
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3）『哀惜詩集』が書かれた時代背景
　デュ・ベレーがイタリアへ渡った1553年から、フランスへ帰国した1557年の間の政治・
経済・文化関係の事件を大ざっぱに見ておこう。
　政治面では、フランスとオーストリアの争いがそのままイタリアに反映している。宗教面
では、反宗教改革が組織され、イエズス会が創設される。フランスでは、アンリニ世がカル
ヴィニスムの迫害を強化するが、宗教改革の発展を止めることはできない。経済面では、貴
金属の流入によって物価上昇が起こり、社会的変動を惹き起こす。
　文学面では、フランスではプレイヤード派の支配が確立し、ロンサールは『続恋愛詩集』
Continuation　des．Amours（1555）、『讃歌集』Les　Hymnes（1555）、『新続恋愛詩集』Nouvelle
Continuation　des．Amours（1556）、『讃歌集第二の書』Second　Livre　des　Hymnes（1556）を発
表している。ジャン＝アントワーヌ・ド・バイフは『フランシーヌへの恋愛詩集』L’Amour
de　Francine（1555）を、ポンチュス・ド・チヤールは『隠者の対話、その二』Sotitaire　Second
（1555）を、ペルティエ・デュ・マンは『詩法』Art　Poe’tique（1555）を発表するという風
である。
　プレイヤード派以外でも、ルイーズ・ラベは『エレジーとソネ』Ele’gies　et　Sonnets（『作品
集』Evvres〔1556〕）、オリヴィエ・ド・マニーは『溜息』Les　SoUpirs（1577）を発表して
いる。
　芸術の面では、例えば音楽では、クロード・グーディメル、オルランド・ディ・ラソー、ク
ロード・ル・ジューヌ、ジャック・モーデュイ等が1555年頃から、プレイヤード派の詩人た
ちと協力した活動を始めている。ちなみにミケランジェロが『ピエタ』を製作したのは1557
年である。フランスでは、第一次フォンテーヌブロー派の活動が円熟期を迎えている。
　科学の面では、タルターリアやカルダーノがイタリアで活躍し、フランスにおいては、ア
ンブロワーズ・パレが王室医師としてさまざまな方面で活躍している。
　以上の点から考えても、特にフランスにおいては文学の領域において、わけてもプレイヤー
ド派の詩人たちの活躍がめざましかっただけに、デュ・ベレーの焦りは十分に察しがっくと
ころである。
4）『哀惜詩集』の特性
　この詩集の最大の特色は、詩集の冒頭の部分を構成する哀歌群に見られるこの詩人独自の
哀惜またはメランコリーの感情表現であり、詩人は悲哀を転じて喜悦の境地を作り出すこと
をめざした。
　第二の特色は、これらの哀歌群に続く約501篇（77－127）のソネに見られるローマ滞在
中のフランス人貴族、ローマの宮廷、教皇庁、さらには教皇と枢機卿たちの生活ぶりに対す
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る痛烈な風刺である。これらの作品においては、当時のローマの風俗のなかにただよう悪徳、
虚礼、偽善がこっぴどく嘲笑される。『哀惜詩集』はデュ・ベレーの悲しい経験の積み重ねの
結果から生まれたものであり、苦悩に満ちた詩人の魂の状態の表現であり、アンリ・シャマー
ルは、「著者が自分のために書きとめた日記」（Histoire　de　la　Ple’iade，1，p．239）という見方を
している。これらの風刺詩群は、今日ではそれほど好まれてはいないが、16世紀では最も賞
賛されたものであった。
　詩集の最後の部分（152－191）は賛歌群であるが、ローマから帰国後、フランスの宮廷
にはいったデュ・ベレーが、マルグリット・ド・フランス（サヴォワ公妃）や、アンリニ世
の宮廷における王侯貴族の美徳を賛美し、詩人の調子は宮廷詩人風にすっかり転じているよ
うであるが、その底辺を流れているものは、プラトニックな愛情や称賛の感情とはおよそか
け離れたものである。デュ・ベレーと同時代のユマニストのエティエンヌ・パーキエ（1529
－1615）はすでに「デュ・ベレーがローマで書いた『哀惜詩集』ほど美しいものは何もない。
彼はこの詩集において自分自身に打ち勝ったのである。」（Recherches　de　la　France，孤，7〔1611〕）
と言っており、現代の批評家たちはこぞってこの作品を高く評価している。例えばジョゼフ・
ヴィアネーは「16世紀のフランス詩のなかには『哀惜詩集』ほど独創的なものはない」（．P6trarquisme
en　France　au　XVI　sie’cle，1909，　p．338）と称賛し、さらに『哀惜詩集』においては「彼はソネを
用いて自分の日記を書いた」（Les　Regrets　de　Du、Bellay，1946，　P．66）と言っている。要するにこ
のソネ集は内容からもその技巧からも、最も個性的な作品と言われている。
　『哀惜詩集』は、ロンサールの荘重な詩に抵抗して、くだけた調子を出すためであろうか、
デュ・ベレーは191篇のソネのうち約7割にあたる137篇のソネを二人称の相手に語りかけ
る形式に仕立てあげている。またその人物の数は67名に達する。
　詳細に検討すると、「休息」trefveという抽象観念を擬人化した相手に語りかける第126番
は例外として、単なる二人称の人物としてしか同定できない第74、76、104、151番を別に
すれば、これらは特定の人物に訴えかける形式を取っている。この詩集を捧げたアヴァンソ
ン、アンリニ世の妹でミューズと仰ぐマルグリット・ド・フランス、一族の一人で、V一マ
へ同行した当の人であるデュ・ベレー枢機卿、プレイヤード派の保護者であったロレーヌ枢
機卿シャルル・ド・ギュイーズといった学問芸術の保護者たちを選んだことは、詩人自らの
置かれた立場を説明するためのきわめて有効な手段であるのは明白である。
　しかし、この137篇のソネのうちの6割を占める82篇は、ロンサール（11篇）、ジャン・
モレル・ダンブラン（10篇）、ジャン＝アントワーヌ・ド・バイフ（4篇）、レミ・ベロー（3
篇）、ピエール・パスカル（3篇）、自分と同じような境遇にあったオリヴィエ・ド・マニー（2
篇）、師のジャン・ドラ（2篇）、エティエンヌ・ジョデル（2篇）、先輩にあたるジャック・
ペルティエ・デュ・マン（2篇）、一時は敵対関係にあった旧派の詩人メラン・ド・サン＝ジ
ュレ（2篇）といったフランス文学史上でよく知られた人物を別にしても、7名のほとんど知
られていない人物があげられる。即ち、ディリエDillierないしはd’Illier（7篇）、ゴルドGordes
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（7篇）、ル・ロワLe　Roy（6篇）、ヴィヌーVineus（5篇）、ビゼBizet（3篇）、ダゴーDagaut
（3篇）、ブージュBouju（2篇）、デュティエDuthier（2篇）、モーニーMauny（2篇）、ユル
サンUrsin（2篇）である。
　そうは言っても、この詩集には彼の他の詩集と同様にユマニスムとイタリアニスムの特質
が見出されないわけではない。古典古代の諺や、ヘシオドス、ホメーロス、ホラーティウス、
ルクレーティウス、ウェルギリウス、カトゥールス、ユウェナリス、アウレス・ペルシウス・
　　　　　　　　　　　サトゥラエフラックス（34－62）（『風刺詩』の著者）、クラウディウス・クラウディアーヌス（4世紀
一5世紀）への暗示、思い出が見られる。
　さらに、ペトラルカ（1304－1374）、ドメニコ・ディ・ジョヴァンニ・ブルキエッロ（1404
－1499）、パンフィロ・サッソ（1455頃一1527）、ロドヴィコ・アリオスト（1474－1533）、
フランチェスコ・ベルニ（1497頃一1535）から取った思想やイメージがたやすく見出され
る。しかし、デュ・ベレーはこれらのものを彼独自の見解と緊密に溶けあわせている。
　忘れてならないのは、古代ギリシア・ローマの名句に語学的・歴史的注解のみならず、目
由な評釈と文明批評を加えたエラスムス（1469？－1536）の『格言集』Adagiorum　Chibiades
（1508）が参照されていることである。
5）『哀惜詩集』の技法
　『哀惜詩集』に見られるかくも独創的な創造に花をそえているのが、技法の完壁さである。
　例えば第2番では、自分たちが作りあげるのは韻を踏んだ散文であり、こう言って良いなら、
散文における韻文であると言っているように、デュ・ベレーは一見「やさしさ」を追ってい
るようであるが、力強さをいささかも失わない。この詩集にふさわしいアレクサンドランと
いう枠組みのなかに、彼は描こうとする世界を見事に凝縮している。
　その「詩法」の特色は「否定」の詩法である。例えば第1番は
自然の胎内を掘り下げたくはない、
宇宙の霊を探りたくはない、
隠された深淵を測定したくもなければ、
天の見事な構造を描きたくもない。
で始まる。デュ・ベレーは、ロンサールが『讃歌集』（1555）や『続讃歌集』（1556）で扱
ったような崇高なジャンルにふさわしい壮大な主題を否定する、と主張することで詩集を書
き始めるのである。
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さらに第60番は
殿よ、ここでは歌われるのを聞こうと思わないでください。
王の讃辞も、ギュイーズ家の栄光も、
シャティヨンの方々が獲得された栄光も、
かの偉大なモンモランシーに捧げられたあの神殿も。
さらに、見ようと思わないでください、
「繍」夫入の峻厳な眉とか、「天空」や「霊鬼」や「天体」に
立ち向かった勇壮な企ても、
「運命」も「死」も「正義」も
ましてや「黄金」を。私はこれにはふさわしくない…・・
（1－9）
と、やはりここでもロンサールが扱った諸テーマが問題になっているのである。それは『讃
歌集』（1555）のなかにおさめられた次の各詩篇のことである。「いともキリスト教的なフラ
ンス王アンリニ世への讃歌」、「正義への讃歌」、「大元帥とシャティヨン家諸公の神殿、かく
も著名で畏敬すべき枢機卿オデ・ド・シャティヨンへ」、「哲学への讃歌」、「運命への祈願」、
「霊鬼」、「天空への讃歌」、「天体への讃歌」、「死への讃歌」、「黄金への讃歌」と、詩集のな
かに並べられたとおりの順序である。
　第139番も
（ディリエよ）きみの奉仕のほかには何ものも提示しないように、
あまりにも悪徳の敵であることをあらわに示さないで、
さらに、しばしば無言で、目をっぶり、聞こえないふりをせよ。
他人に対しわずらわしい奴と言われないように……
（9－12）
と否定の世界を展開する。
　さらに詳しくは、フランソワ・リゴロFrangois　Rigolotの《デュ・ベレーと拒否の詩》《Du
Bellay　et　la　po6sie　du　refus》，照㎜（1974），　pp．489－502に数々の卓見が見られる。
　この詩集において展開されている技法を概観すると、一番目につくのは「アンティテーズ」
antithさseであろう。デュ・ベレーはこの手法をソネという形式に見事に適用している。即ち、
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先ず第一と第二の四行詩quatrainとそれに続く二つの三行詩tercetとの対立を、さらにそれぞ
れの四行詩、三行詩の内部での対立をデュ・ベレーは発展させ、ソネの構成と文体の大きな
特徴としている。
　続いて目を惹くのは、「列挙」6num6rationである。さまざまな事件、思想、イメージ、諺、
史実の列挙が著しい効果を生み出している。
　また「頭語反復」anaphoreがあざやかな印象を与える。いくつかの例のうち最も完全なも
のの一つである第5番をあげておこう。
Ceulx　qui　sont　amoureux，　leurs　amours　chanteront，
Ceulx　qui　ayment　l’honnenr，　chanteront　de　la　gloire，
Ceulx　qui　sont　pres　du　Roy，　publieront　sa　victoire，
Ceulx　qui　sont　courtisans，　leurs　faveurs　vanteront，
Ceulx　qui　ayment　les　arts，　les　sciences　diront，
Ceulx　qui　sont　vertueux，　pour　tels　se　feront　croire，
Ceulx　qui　ayment　le　vin，　deviseront　de　boire，
Ceulx　qui　sont　de　loisir，　de　fables　escriront，
Ceulx　qui　sont　mesdisans，　se　plairont　a　mesdire，
Ceulx　qui　sont　moins　fascheux，　diront　des　mots　pour　rire，
Ceulx　qui　sont　vaillans，　vanteront　leur　valeur，
Ceulx　qui　se　plaisent　troP，　chanteront　leur　louange，
Ceulx　qui　veulent　flater，　feront　d’un　diable　un　ange：
Moy，　qui　suis　malheureux，　je　plaindray　mon　malheur．
　さらに、「頓呼法」apostrophe、「反復法」r6p6titionその他の修辞法の手法にもいくっもの
成功例が見られる。
　『哀惜詩集』に使われている脚韻に関しては、『オリーヴ』に見られたような大胆な試みは
見られなくて、むしろロンサールの『恋愛詩集』Les　Amours（1552）以後のプレイヤード派
の脚韻の使用法を反映してか、ととのった美しさを見せている。例えば、テルセにおける脚
韻の配列を見ると、第176番のCDC－DCDという構成を除くと、　CCD－EEDの構成が175
篇、CCD－EDEの構成が15篇ある。男性韻と女性韻の交錯がおおむね守られていて、その
規則から外れているのはわずかに12篇あるのみである。
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6）『哀惜詩集』が受けた影響
　『哀惜詩集』は、紀元後8年にローマから黒海沿岸の町トミス（現在のルーマニアのコンス
タンツァ）に追放されたオウィディウス・ナーソPublius　Ovidius　Naso（前43一後17頃）が、
亡命の地にあっても詩作を続けて、『悲嘆の詩』Tristia（田中秀央は『哀詩』と訳している）
5巻、後8－12、を発表したのにならって、亡命者オウィディウスにわが身をなぞらえて、デ
ュ・ベレーが書きあげたというわけである。「Regrets」とはTristiaという語の翻訳である。こ
の『悲嘆の詩』は当時のローマ皇帝アウグストゥスや権力者や友人たちに宛てた書簡形式の
詩集であって、この他にもオウィディウスは『悲嘆の詩』と同じような種類の詩集『黒海か
らのたより』（4巻、12－16）も書いている。この両詩集に見られる顕著な特色は、彼の他
の作品には見られないような眞摯さがにじみ出ていることである。
　したがって、『哀惜詩集』を十分に理解するには、『悲嘆の詩』におけるオウィディウスの
姿を忘れてはならないのは言うまでもない。
　イタリアにはソネを用いて風刺詩を書いた詩人が当時すでに多くいた。例えば、アレッサ
ンドロ・ピッコローミニ（1508－1578）の『アリサンドロ・ピッコローミニの百篇のソネ』
Cento　Sonnetti　di　M．Alisandro　Piccolo〃lini（ローマ、1549）は『哀惜詩集』のほとんど「草案」
6baucheと言っても良いくらいである、とジョゼフ・ヴィアネーは述べている（Les　Regrets　de
L）uBellay，　P．87）。
　常に問題にされる友人のロンサールからは、デュ・ベレーはアレクサンドランをソネにお
いて使用することと、ロンサールが『続恋愛詩集』において用いて成功をおさめた「低俗的
文体」style　basの活用を学んだ点を忘れてはならない。
7）『哀惜詩集』の功績と、後世に及ぼした影響
　デュ・ベレーはこの作品を世に問うことによって、これまでは「恋愛悲歌」616gie　amoureuse
の殻に閉じこもっていたソネをきわめて内容豊かなものにして、ソネの形体を完壁の域にま
で高め、『哀惜詩集』でもって「風俗の風刺詩」satire　des　moeursをフランスにおいて創始し
たと言える。これは『フランス語の擁護と顕揚』の第二部第四章「フランスの詩人はいかな
る種類の詩を選ぶべきか」において、フランスの1日来のロンドー、バラード、ヴィルレ等々
を「薬味類」episseriesにすぎないと一蹴した後に、
サテイ－ル風刺詩にっいても私は同じことを言いたい。これはフランス人が、どうしてだかわから
ないが、鶏藍床と呼んだものである……この風刺詩をあまり修得しないことをきみにす
すめたい。ただし、きみが、古代人の例にならって、英雄詩句……を用いて、風刺詩の
名のもとに……きみの時代の悪風を節度をもってとがめ……
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と、彼がすでに宣言していたジャンルなのである。デュ・ベレーの『哀惜詩集』におけるこ
の実践なしには、ヴォークラン・ド・ラ・フレネJean　Vauquelin　de　La　Fresnaye（1536ないし
は1537－1606）の『フランス風刺詩』Satyres　frangoises　au　Roy　de　France　et　de　Navarre，　Henry
IV　par　le　sieur　de　la　Fresnaieレ’auquelin（1604）や、マテユラン・レニェMathurin　R6gnier（1573
－1613）の『風刺詩』Les　Satires（1609）の成功は考えられないであろう。
　ヴォークラン・ド・ラ・フレネはとりわけ『哀惜詩集』の風刺的霊感に興味を覚えている。
そして、デュ・ベレーがフランスのソネをペトラルカの伝統から遠ざけたことを讃えている。
そしてデュ・ベレーは、あの愛の焔を去って、
初めてソネにそのエピグラムを感じさせて、
ごらんのとおり、どんな楽しい議論をも
その詩行のなかに受け入れることを可能にしたのである。
　　　　　　（『詩法』L　’art　pOe’tique，1605，587－590）
　これ以後は、デュ・ベレーのみならずプレイヤード派詩人全員が、マレルブ、ポワローを
初めとする古典主義理論家たちにより扶殺されたのは世の知るところである。19世紀になっ
て中世・ルネサンスが見直される機が熟して、『哀惜詩集』の価値を一般に知らしめたのはや
はりサント＝ブーヴSainte－Beuve（1804　－1869）であった。彼は次のように作品の本質を
とらえている。
　『哀惜詩集』は、デュ・ベレーが親戚にあたるデュ・ベレー枢機卿とロー一マで過ごし
た3年ないしは4年の滞在の問に書きあげた『悲嘆の詩』の簸’である。副次的な職務
への嫌悪、イタリアの風習、ローマ教皇庁の光景、失望させられた古典古代の思い出、
そしてそれ以上に、不在の祖国の思い出、これらがことごとくこの詩人に、その詩の
なかにいやというほど漂っている憂愁を味わわせるのである。しかし、いらだち苦し
む一っの魂のこの眞剣な、時には苦い感情はすでに注目すべきものである。
（『十六世紀フランス詩及び演劇の歴史的批評的展望』Tableau　historique　et　critique　de　la
po6sie　frangaise　et　du　the’a”tre　frangais　au　X　VI∫陀c1ε，1828）
　しかし、デジレ・ニザール（1806－1888）のように、自ら信奉する古典主義の規範1こ合
わないといって、『哀惜詩集』をうんざりさせる作品である、と非難する学者もいる。
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8）『哀惜詩集』におけるロンサール
　『哀惜詩集』を論じるときには、デュ・ベレー一の親友であり、良い意味でのライヴァルであ
るロンサールを無視することはできない。デュ・ベレーが友人たちの間で最も言及している
のは言うまでもなくロンサールであるが、特に『哀惜詩集』のなかでは28回にもわたって言
及されている。次に言及の多い人物が20回であること考えれば、ロンサールの立場がよくわ
かるであろう。
　流浪の身である不幸な自分と較べて、一番恵まれた者とデュ・ベレーがみなしたのはロン
サールである。例えば第20番では、死後に栄光を得る者はしあわせであるが、生前に栄光を
獲得する者はなおさらしあわせである、という一般論を述べたあとで、
きみは恵まれている（私のロンサールよ）ぐその生存中にさえも
きみが価した不滅の名誉に。
そして死ぬ前にすら（稀な至福よ）、
きみのしあわせな徳はねたみを圧倒する。
だから勇気を出せ（ロンサールよ）、勝利はきみのものだ。
王の御好意はきみの側にあるからには。
すでにきみの神殿は勝利の月桂樹で飾られており……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－11）
と、ロンサールをはっきりと幸福な者の最右翼にしている。さらに第22番においても、
だが（私のロンtr　一ルよ）、私の苦悩を欺くためであって、
自分を富ませるためではなく、できることなら私は追い求めよう、
きみの疲れたムーサの最もっっましい歌を。
また誰もが価しなかった。王の寛大さが
きみに贈るような
黄金の楽弓にも、笏杖の堅琴にも。
（9－14）
と、ロンサールを大いにほめたたえている。しかし、デュ・ベレーがロンサールと同じよう
な立場で創作活動をしたものと思われる『オリーヴ』にあっては、ロンサールへの言及が唯
の一回であることがこれを十分に裏づけている。
一15一
254
　ロンサール自身もデュ・ベレーを良きライヴァルとして高く評価しているのは言うまでも
ない。デュ・ベレーがローマで一当時のイタリアはすべてのユマニストの憧れの地であり、
ロンサールは終生イタリアの地を踏むことがなかったことを考慮に入れておかなくてはなら
ない一静かに勉学にふけっているものと推測して一羨ましく思う心がなかったとは想像し
難い一ロンサールは
きみがトスカーナの河のいかめしい岸辺と
パラティヌスの丘を眺めている間に、
そして、ラテンの大気が、きみの生まれながらの言葉を
異国の言葉に変えさせて、ラテン語を話させている間に、
アンジューの一人の娘に隷属を強いられた私は
彼女の乳房に口づけするかと思えば、
暁方に睡れる眼に口づけしながら、
賢明というより（世間の言葉なら）倖せに生きている……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－8）
と、『続恋愛詩集』（1555）においてデュ・ベレーに語りかけているが、学問にふけっている
と推測しているデュ・ベレーにひき較べて、恋にうっっを抜かしているわが身をやや自嘲気
味である。勿論ここには『フランス語の擁護と顕揚』（1549）以来のデュ・ベレーの持論で
ある「フランス語をギリシア語・ラテン語の域にまで高めるためには、フランス語で書かな
ければならない」という考えに反して、ラテン語の作品を発表していること（『ラテン語詩集』
Poe〃lata，1558）への若干の非難が感じられることは否定できない。
　しかし、これに対してデュ・ベレーは
いかめしい岸辺をもっトスカーナの河でもなければ、
ラテンの大気でも、パラティヌスの丘でもない、
生まれながらの言葉を異国の言葉に変えて、
今では（わがロンサールよ）私にラテン語を語らせるのは……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－4）
と、『哀惜詩集』の第10番で、ロンサールの言葉を一語一語受けとめてはそれを否定し、
プロメーテウスさながらアヴェンティヌスの丘に打ちつけられて、
愛のくびきならぬ悲惨な希望と、私の残酷な運命のせいで、
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三年を越える歳月の間、
隷属の身となったがためだ……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－8）
と、むしろロンサールの立場を羨望の眼で見ているのである。
　しかし、デュ・ベレーの意識の底には世間の人々の一般的な評価が常にあったものと思わ
れる。例えばロンサールもデュ・ベレーもよく知っていたジャン・アントワーヌ・ド・バイ
フは次のように言っている。
……рﾌ低い声の風笛は
未だにかのやさしいデュ・ベレーとかの壮重なロンサールのごとき
　　　　　　シャンソン技法でもって歌謡をひびかせはしないのだから……
　　　　　エグロ－グ　　　　（『相聞牧歌』〔『韻文作品集』1573年、第17番、54－57行〕）
☆ ☆ ☆ ☆ ☆
『哀惜詩集』に関してはまだまだ問題が残されているが、今後も研究を続けたい。
　使用テクストは
　Joachim　du　Bellay，（Euvres　poe’tiques，　H　Recueils　de　sonnets．　Edition　critique　publi6e　par　Henri
　Chamard，＜＜Soci6t6　des　Textes　Frangais　Modernes＞》，　Nizet，1970．
であるが、
　Joachim　du　Bellay，　Les　Regrets　st　autres　oeuvres　pδetiques　suivis　des／Antiquitez　de　Rome・、plus
　un　Songe　ou　Vision　sur　le　mesme　subjecL　Texte　etabli　par　J．　Joliffe，　introduit　et　comment6　par　M．
　A．Screech，　Gen6ve，　Droz，1966．
他何種類かのテクストを利用した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかた　いさむ）
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